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大和川 。今池遺跡は、20万活以上に広がる弥生～古墳時代を中心とした集落 。水田址で

あることが調査成果として得ている。

難波大道検出地区は、第 7-1地 区の一部と第 6、 7地区間の道路下で検出し昭和55年

11月 1日 から同年11月 15日 にかけて発掘調査を実施 した。発掘調査には、大阪府教育委員

会・石神 恰、堺市教育委員会・奥田 豊の指導の下に、堺市教育委員会・技術職員・森

本す健―が担当した。

又、発掘調査に際しては、大阪府教育委員会、大阪市文化財協会、関西大学教授・網干

善教氏、立命館大学教授・日下雅義氏、堺女子短期大学教授・嶋田 暁氏、大阪府南部下

水道事務所、堺市下水道部、松原市下水道部、今池共同企業体、ならびに地元各位から多

大なる御教示、御協力を得た。

この小冊子は、速報としての性格のもので別の機会に本報告書が作製する。尚、小冊子

は、森村が編集、執筆した。
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位置と環境

この追跡は、行政区域上、大阪府堺市常盤町と松原市天美西町にあたる。遺跡の西半分

は、洪積段丘中位の東縁辺に、東半分は、旧西除川の氾濫源内となっていた。特に、本遺

跡内には、旧西除川の支流である幅数mの小川が北流している。これらの地質構造と遺構

の性格が相関関係を組みたてている。いままでの数次にわたる発掘調査の結果、段丘上に

は集落跡が、氾濫源内に位置するところからは水田址が確認されている。

周辺遺跡として弥生時代から古墳時代にかけて生活を営んでいた住吉遺肋、が本遺跡の

西側に所在する。南側では、弥生時代～中世にまたがる複合追跡として北花田追跡が知ら
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れているが顕著な遺構は検出されていない。西除川をさかのぼると弥生時代の石鏃、弥生

時代 。中後期の土器に共伴して 1× 2間の高床式倉庫を確認した河合遺跡がある。

13世紀後半から14世紀にかけて寺院址と関係したと思われる新金岡遺跡が報告されてい

る。又、当遺跡にも現存する条里制遺構の基準となった長尾街道や、竹之内街道が東西に

走っている。

狭間川をグム状に堰き止めた新掘町の今池遺跡からは、古墳時代中期において小河川に

人力を加えて管理した、水霊祭市Eを発掘調査した。

言己糸己にみられる依羅池が大和川 。今池遺跡に隣接している事が絵図や考古学的な調査に

よって確認された。尚、数ケ所の遺跡はすべて洪積段丘中位のくば地を北流する小河川に

隣接している事に注目される。

調 査 成 果
条里制施行以後の幾多に重なる水田開発行為から判断して決して良好な保存状態とはい

えない。

大道西側溝は、全長40mに わたり検出したが中央部で一端、断絶していた。溝幅は、0。 7

～1.5mと 不定であるが平均1,2m前後であったことが復元される。南側層位は、耕作土、

床土褐色粘質土 (10Y R%)・ 暗掲色粘質土 (10Y R%)。 地山であるにぶい黄橙色粘質土

(10Y R%)か ら堆積する基準層位であった。深さ20cm前後の濤中には、大別して、暗褐

色粘質土と灰黄褐色粘質土 (10Y R%)が流れ込み、下層のそれは、ヘ ドロの性格を示す。

北側濤付近での上層は、南側と大差ないが地山上に灰黄褐色シルト層 (10Y R%)が ベル

ト層位を形成し道路建設時を残存させる。尚、溝の掘方は、シルト層から及び褐色粘質土

(7.5Y R%)が基礎となる埋土であった。濤・上辺は、0,P-9.70m(中央)、濤底 (南側)は
0。 P-9,80m、 (北側)は、0。 P-9。 40mを計測した。東側濤は、幅1,4～ 1.8mの濤上に

は西側濤上の層位に4gJ色粘質土 (10Y R%)が追加されるもので地山の低下に伴う現象で

ある。溝中の埋土は、褐色粘質土を基調としたものが上層を占め下層は、流れ込みと考え

られるレンズ又は、ブロック状の堆積が見受けられた。又、東西側濤底部は、地山の影響

を受けて凸凹が顕著である。濤底高は、北側でOo P-9。 50mを 計り北流していた。

出土遺物としては、古墳時代の土師器・須恵器の流入はあるものの陶邑編年Ⅲ-1・ 2

型式の杯身を検出している。検出された両側溝から復元して道路幅は18m(60尺)でその

主軸方向は、難波宮中軸線上に待合する。第 6地区、東側濤の延長上に長さ18m、幅0.8m

検出した。深さ0。 3m前後の濤中には、暗掲色粘質土 (7.5Y R%)と 黒褐色粘質土(7.5Y R

%)一地山がブロックで混入―する。
1978年発掘調査した溝-6・ 7・ 8は、西側濤の一部で長さ10m、 幅0.45mを第 1地区

で検出した。深さは、0。 lm前後と極めて浅い。
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大和川 。今池遺跡から難波宮へ (S55.1.11)
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土 層 名
1 耕作土・オリーブ黒色土%
2 黄褐色土 (床土)10Y R%
3 暗灰黄色土 (床土)25YR%
4 にぶり黄褐色粘質± 10Y Rχ
5 掲色粘質± 10Y R%

6 ⑤より黒味
7 ⑥より黄味
8 灰黄褐色粘質± 10Y R%
9 責掲色粘質± 25YR/や や8層混入
10③より③を多く合む

東側溝第 3ト レンチ土層断面図

1l ③より黒味帯びてやや粘質
12 灰掲色粘質土やや粘質
13 ⑫に黒味帯びてやや粘質
14 排水濤 (ヘ ドロ)
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難波大道検出状態 (全体 )
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上 。左 東側溝内・須恵器出土状態

上 。右 石匙出土状態

下   石器

東側溝内出土須恵器
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めとま

「日本書紀」仁徳14年条、推古21年 11

月条や岸俊男氏の古道復元から大和川 。

今池遺跡を通過する可能性は以前から考

えられていた。

従来の難波宮の発掘調査と今回検出し

た両側溝から推察 して難波大道を否定す

る事象を提示することの方が困難である。

本遺跡で検出された大道幅は、18mで両

恨1濤、幅1.2～ 1.8m、 深さ20～ 30cmを計

測 し本遺跡内では、大道170mま で復元出

来た。今後、大阪市内、大津道付近での

発掘調査に期待したい。
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難波大道復元図
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